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2010 年秋から筆者の活動の中心を東京に移した。ケンブリッジの研究者との関係を維持しつつも、米中両国、東南アジア、そして欧州の研究者との関係を強化し、
グローバルな視点から読者諸兄姉と共に日本の将来を考えてみたい。従ってタイトルも Tokyo-Cambridge Gazette に変更する。 
  
『東京=ケンブリッジ・ガゼット: グローバル戦略編』 

第 184 号 (2024 年 8 月) 
キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 栗原 潤 

小誌は大量の資料を網羅的かつ詳細に報告するものではない—筆者が接した情報

や文献を①マクロ経済、②資源・エネルギー、環境、③外交・安全保障の分野に

関し整理したものである。紙面や時間の制約に加えて筆者の限られた能力という

問題は有るが、小誌が少しでも役立つことを心から願っている。 

彼れを知りて己れを知れば、百戦して殆 (あや)うからず。 
彼れを知らずして己れを知れば、一勝一負す。 
彼れを知らず己れを知らざれば、戦う毎に必ず殆うし。    (孫子) 

Know the enemy and know yourself; In a hundred battles you will never be in peril. 
When you are ignorant of the enemy but know yourself; Your chances of winning or losing are equal. 
If ignorant both of your enemy and of yourself; You are certain in every battle to be in peril.  (Sunzi/Sun Tzu)  
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1. Tokyo-Cambridge Gazette: グローバル戦略編第 184 号 

7 月 11 日、国際連合が最新の世界人口推計を公表した。これに基づき友人達と議論を重ねている。 
推計値を眺めつつ、多くの国で少子高齢化が一段と顕著になる事を議論した。2024 年と 10 年後における人口ピラミッドを比較して見ると、

世界全体や東南アジアはピラミッド型の面影を幾分か残している一方で、北欧は壺型で米国は釣鐘型、そして日本は底がかなり細い壺型だ。
そして中国はどう表現したら良いのだろうか。底が極端に細くて複雑な三角形が重なっている、今にも倒れそうな壺型だ(PDF 版の図 1 参照)。  
これに関し 7 月 11 日、マーク・ミリー米国前統合参謀本部議長は米メディア(Axios)主催の会合で「今後 10~15 年後、米国軍の 3~4 分の 1 は

ロボット」という発言をして注目を浴びた。上述した如く米国は他の先進国や中国に比べ若い人口構成となっているが、国際政治的観点から
欧州、中東、インド太平洋等の各地域、更にはサイバーや宇宙の領域で軍隊が必要になるため、必然的にロボットの活用が重要となってくる
と予想される(PDF 版の図 2 参照)。米国ですらロボット依存の軍備となれば、少子化著しい中国もロボット依存の軍備を追求するであろう。  
人口予測は政治経済や科学技術の分野よりも予測の“ブレ”が小さい。だが、政治経済社会に与えるインパクトは無視出来ない程大きい。特に

生活・労働環境が緩やかだが着実に変化していく。その意味で生活・労働空間で機械の役割を考える事が一層重要になってくる。このために
筆者は現在、政治経済社会更には科学技術の知人・友人と共に、人と機械との共働(collaboration)活動に関して議論している。  
全地球規模でのロボット開発競争は良い事だ。だが、開発の目的自体は再検討を要するであろう。今、筆者はロボットをはじめ機械の経済

社会的役割を考える研究会を運営しており、「“何のため・誰のため”に、“どんな機械”を、“どんな組織”で行う研究開発が日本と世界にとって
良いか」を考えている。これに関し 9 月 9 日、弊研究所は「日本ロボティックスの将来」と題しセミナーを開催し、登壇者として黒川清東京
大学・政策研究大学院大学名誉教授、淺間一東京大学国際高等研究所東京カレッジ特任教授、谷川民生産業技術総合研究所インダストリアル
CPS 研究センター長、本田幸夫東京大学人工物工学研究センター特任研究員、吹田和嗣大同大学教授、そして藤田俊弘セーフティグローバル
推進機構理事を予定している。この機会を研究熱心な研究者・企業戦略担当者が集う、連続的・継続的な会合の第一歩にしたいと考えている。  
経済社会領域でのロボットを含む機械化は、上記少子高齢化に加えAI の発達と共に急速に進歩している。先月は上海で開催された世界人工

知能会議(WAIC)における最先端ロボットの紹介や中国における AI の開発動向に関して友人達と情報交換をした(次の 2 参照)。そして今月は、
“博鳌亚洲论坛全球健康论坛(Global Health Forum)”に先月出席した本田幸夫氏からの中国サービスロボット情報を楽しみにしている。 

 

ロボットや AI だけでなく、政治経済分野での中国情報に関して友人達と意見交換が続いている。 
小誌前号でも述べたが、今はどの国の友人と話し合っても必ず中国の事が情報交換の際に出てくる。中国の専門家でない筆者にとって海外

の友人達から中国情報を聞かれるのが辛い。このために毎日勉強不足を痛感している。更なる自助努力と専門家からの助言が必要だ。  
台湾問題は優れた専門家が既に語っているため、ここでは詳述しない。第一に触れるのは 7 月 11 日の“Washington Summit Declaration”である。

これを読むと「中国側から見れば不満を感じる」事は明白だ。だが、欧州にすれば、ロシアの背後に見え隠れする中国の存在が脅威と感じるに
違いない。7 月 9 日、スイス最大の購読者数を誇るメディア(20 Minuten)は「中国軍、ポーランド国境 5km 先で訓練実施(Chinas Militär trainiert nur 
5 Kilometer vor Polens Grenze)」と報じた。また 11 日には独メディア(DW)が「ベラルーシの中国との共同訓練の意図は?(Was bedeutet Minsks Manöver 
mit China?)」と報じている。こうした中、6 月 28 日に公表された欧州中国問題シンクタンク・ネットワーク(ETNC)の報告書に関して、友人達と
意見交換をしている最中だ(“National Perspectives on Europe’s De-risking from China,” 次の 2 を参照)。  
次に内外の友人達と議論した文献を5冊紹介する—詳しい情報を巧みに表現する journalistsによる2冊①サンガー氏のNew Cold Wars, Apr. 2024 

(«新冷战»)や②エモット氏のDeterrence, Diplomacy and the Risk of Conflict of Taiwan, Jul. 2024 («威慑、外交与台湾冲突风险»)、また③Harvard Kennedy School 
(HKS)に長年在籍した外交官のブラックウィル氏の本 Lost Decade: The US Pivot to Asia and the Rise of Chinese Power, Jun. 2024 («失去的十年: 美国以亚洲
为支点与中国实力的崛起»)、④Stanford 大学の若き中国専門家、マストロ博士による経済専門書 UPSTART: How China Became a Great Power, Jul. 2024 
(«后起之秀: 中国的崛起之路»)、⑤香港大學法律學院の張副教授による産業政策に関する専門書 High Wire: How China Regulates Big Tech and Governs Its 
Economy, Apr. 2024 («走钢丝: 中国如何监管科技巨头并治理经济»)。紙面の制約上、解説出来ない事が悔やまれる。 

 

小誌前号で触れた欧州出張で新たに知り会った友人達との情報交換が続いている。 
Düsseldorf、Tampere、Helsinki、Genève での新たな人々と知識の出会いを喜んでいる。①Düsseldorf では独法定災害保険(DGUV)とその傘下の

労働安全研究所(IFA)や労働健康研究所(IAG)の専門家と面談した。IAG の専門家の中に災害リスク軽減(DRR)に詳しい人がいた。彼等に、筆者
が東京電力福島原子力発電所事故調査委員会に参画した事を告げ、現在、日本の友人達の助けを借りて情報交換を継続的に行っている。  
②Tampere での国際会議(Safety of Industrial Automated Systems 2024 (SIAS2024))では、協働ロボットに関する最先端研究事例を垣間見る事が出来た。
そして各国によって開発思想等が異なる事も知る事が出来た。またこの地に童話で有名な「ムーミン博物館」が在る事も初めて知った。 

③Helsinki では労働衛生研究所(FIOH)での会合に参加し、デンマークの専門家達とも意見交換をした。残念な事に筆者はデンマーク語の発音に
ついて全く知識がない。この機会を利用して、筆者のデンマークの友人達の名前に関し、“正確”な発音を教えてもらい喜んでいる。Helsinki
初訪問の筆者は、深夜に太陽光が地平線に留まる薄明(civil twilight)を経験し、深夜の夕焼け・朝焼けに魅了された。FIOH の人が「薄明の感想
は?」と聞いた時、「東京の夏の夜は短いが薄明にはなりません。でも、薄明だと星が見えず、Saint-Exupéry の『星の王子さま(Le Petit Prince)』を想像
出来ない事が残念です」と言い、京都の短い夏を詠った清原深養父(清少納言の曽祖父)の短歌を紹介した。 

④Genève では小誌前号で記した通り、慌ただしい日々を過ごした。だが到着直後の土曜の夜、チィーズ・フォンデュの美味しい店(Le Perron)で
食事をしている際、隣のテーブルの裕福なロシア人と親しくなり、素敵なワインをプレゼントされて“偶然で幸運な旅での出会い”に喜んだ。  
出張時、嘗て公然とHitler を批判した童話作家ヤンソンの『ムーミンパパの思い出(Muminpappans Memoarer)』を初めて読んだ。この童話を邦訳

したのは帝国陸軍軍人小野寺信少将の妻、百合子夫人。彼女は 1941 年 1 月、夫と共に Stockholm に向かう。大規模な在独日本大使館と違い、
小規模な他の在外公館では暗号等の処理を武官夫婦で行ったらしい。小野寺少将はソ連の満州侵攻を警告した「ヤルタ密約緊急電」で有名だ。
だが、筆者は彼女の回想録を読み別の出来事に注目している。1941 年 4 月、松岡外相の訪独時に開催された在欧武官会議だ。現地情報を基に、
独軍の英国本土上陸中止・ソ連侵攻を警告した唯一の将校が小野寺大佐(当時)だった。真剣に現地情報を収集せず、日本人同士で楽しんでいた
当時の他の軍人達…。「彼女は如何なる気持ちでMuminpappans Memoarer を翻訳したのだろうか…」と想いを馳せている。 
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夏の夜は / まだ宵ながら / 明けぬるを /  
雲のいづこに / 月やどるらむ。     (清原深養父) 

A short summer night, though it seems to be still an evening, begins to dawn. Where does the moon stay hidden in the clouds? 
[KIYOHARA no Fukayabu, a Japanese poet and the great-grandfather of Sei Shonagon, a court lady and the author of The Pillow Book]  
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2. 情報概観  紙面の制約上、原則、参考になると筆者が判断した最新情報のみを掲載し解説や関連資料は一切省略。 
 
マクロ経済: Macroeconomics—Books, Papers, and Articles 
Prasad, Eswar, 2024, “Top Dollar: Why the Dominance of America’s Currency Is Harder than ever to Overturn,” Foreign Affairs, Vol. 103, No. 4 

(July/August), pp. 103-113. 
UBS, 2024, “Global Wealth Report 2024,” Zurich, July. 
United Nations, 2024, “The 2024 Revision of World Population Prospects,” New York, July. 

 
マクロ経済: Macroeconomics—Conferences, Workshops and Seminars 
July 9: (Washington, D.C.) Congress, Senate, Committee on Banking, Housing, and Urban Affairs”: Witness: Jerome H. Powell (FRB Chair): 

“Semiannual Monetary Policy Report to the Congress.”  

 
資源・エネルギー、環境: Resources, Energy, and Environment—Books, Papers, and Articles 
O’Sullivan, Meghan L. and Jason Bordoff, 2024, “Green Peace: How the Fight against Climate Change Can Overcome Geopolitical Discord,” Foreign 

Affairs, Vol. 103, No. 4 (July/August), pp. 62-77. 
Wall Street Journal (Jennifer Hiller and Sha Hua) 2024, “China Outspends the U.S. on Fusion in the Race for Energy’s Holy Grail,” July 8. 

 
資源・エネルギー、環境: Resources, Energy, and Environment—Conferences, Workshops and Seminars 
July 17: (an online event, Washington, D.C.) Center for Strategic and International Studies (CSIS): “Energy Outlook 2024.” 

 

外交・安全保障: Diplomacy and National Security—Books, Papers, and Articles 
20 Minuten (Ann Guenter), 2024, „Chinas Militär trainiert nur 5 Kilometer vor Polens Grenze“, July 9.  
Anderson, Patrik and Frida Lindberg, eds., 2024, “National Perspectives on Europe’s De-risking from China,” A Report by the European Think-Tank 

Network on China (ETNC), Stockholm: Swedish Institute of International Affairs, June.  
Binder, Sarah et al., 2024, “The Imperial Presidency Unleashed,” Foreign Affairs, July 18. 
Bloomberg (Rebecca Choong Wilkins), 2024, “‘I Don’t Like China:’ What JD Vance Has Said about Beijing,” July 17. 
Bloomberg, 2024, “World Sees Biden as Over and Seeks Openings to Deal-Making Trump,” July 19. 
Bloomberg Businessweek (Nancy Cook et al.), 2024, “Trump on Taxes, Tariffs, Jerome Powell and More,” July 16. 
Brooking, Emerson T. et al., 2024, “How Russian Propagandists Spun the Trump Assassination Attempt,” Washington, D.C.: Atlantic Council, July 18. 
China, Central Committee of the Communist Party of China (CPC) (中国共产党中央委员会), 2024, “Zhōnggòng Zhōngyāng Guānyú Jìnyībù 

Quánmiàn Shēnhuà Gǎigé: Tuījìn Zhōngguóshì Xiàndàihuàde Juédìng [Resolution of CPC Central Committee on further deepening reform 
comprehensively to advance Chinese modernization/中共中央关于进一步全面深化改革 推进中国式现代化的决定], Beijing, July 21. 

Deutsche Welle (DW) (Elena Doronina), 2024, „Belarus: Was bedeutet Minsks Manöver mit China?“, July 11. 
Economist, 2024, “How China and Russia Could Hobble the Internet,” July 11. 
Heath, Timothy R., 2024, “The Historic Missions of the People’s Liberation Army under Xi Jinping: The Military’s Role in the ‘New Era,’” China 

Leadership Monitor, Issue 80 (Summer), Stanford, CA: Hoover Institution, Sanford University, June.  
Mastro, Oriana Skymar, 2024, Upstart: How China Became a Great Power, New York: Oxford University Press, July. 
Mead, Walter Russell, 2024, “A Presidential Debate Heard ’Round the World,” Wall Street Journal, July 1. 
Mead, Walter Russell, 2024, “Asia’s New ‘Game of Thrones,’” Wall Street Journal, July 8. 
Military Times (Riley Ceder), 2024, “One-Third of US Military Could Be Robotic by 2039: Milley,” July 15.  
New York Times (Editorial), 2024, “To Serve His Country, President Biden Should Leave the Race,” June 28. 
New York Times (Kate Shaw), 2024, “The Supreme Court Creates a Lawless Presidency,” July 2. 
New York Times (Editorial), 2024, “Biden Made a Courageous Choice. Democrats Must Seize the Opportunity,” July 21. 
North Atlantic Treaty Organization (NATO), 2024, “Washington Summit Declaration,” Brussels, July 10.  
Pew Research Center, 2024, “72% of Americans Say the U.S. Used to Be a Good Example of Democracy, But Isn’t Anymore,” Washington, D.C., July. 
Philippine Star (Pia Lee-Brago), 2024, “Malaysia Opposes Philippines Continental Shelf Claim,” July 1. 
Reuters (Daewoung Kim and Ju-min Park), 2024, “North Korea Switches TV Transmission to Russia Satellite from Chinese,” July 1. 
Reuters (Emma Farge), 2024, “UN Body Condemns Russian Satellite Interference in Europe,” July 1. 
Reuters (Jeff Mason and Kanishka Singh), 2024, “Biden Mistakenly Refers to Zelenskiy as Putin before Correcting Himself,” July 12. 
Reuters, 2024, “Three ‘Pro-Russian’ Hackers Arrested in Spain over Cyberattacks,” July 20. 
Reuters (James Pomfret and Michael Martina), 2024, “Exclusive: Illicit Chip Flows to Russia Seen Slowing, But China, Hong Kong Remain 

Transshipment Hubs,” July 23. 
RIA (РИА), 2024, «Полномочный министр посольства Румынии посетила Курильские острова [The Plenipotentiary Minister of the Romanian 

Embassy visited the Kuril Islands]», July 12. 
Tagesschau, 2024, „Bericht über russischen Anschlagsplan auf Rheinmetall-Chef“, July 11. 
United States Congress, Congressional Research Service (CRS), 2024, “U.S. Overseas Basing: Background and Issues for Congress, Washington, 

D.C., July.  
United States Government, Department of Defense (DOD), 2024, “Brown Meets with Japanese, South Korean Counterparts in Tokyo,” Arlington, VA, 

July 18. 
United States Government, Department of Justice (DOJ), 2024, “Former Government Official Arrested for Acting as Unregistered Agent of South 

Korean Government,” Washington, D.C., July 17. 
von Ondarza, Nicolai, 2024, „Das Vereinigte Königreich und die EU: Neue Möglichkeiten, alte Hindernisse [The UK and the EU: New Opportunities, 

Old Obstacles]“, SWP-Aktuell 2024/A 32, Berlin: Stiftung Wissenschaft und Politik (SWP), June. 
Wall Street Journal (Stu Woo et al.), 2024, “Historic Moon Mission Moves China Ahead in Space Race with U.S. [中国完成历史性探月任务，在中

美太空竞赛中领先一步],” June 25. 
Wall Street Journal (Annie Linskey et al.), 2024, “The World Saw Biden Deteriorating. Democrats Ignored the Warnings,” June 28. 
Wall Street Journal (Warren P. Strobel), 2024, “Satellite Images Show Expansion of Suspected Chinese Spy Bases in Cuba [卫星图像显示古巴的疑

似中国监听站增多],” July 2. 
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勇敢なムーミン達には、私の経験、私の勇気、私の知恵、

私の徳を (そして私の愚かさも含め)、各自が考えて欲しいと

願っています。                       (トーベ・ヤンソン) 

I would like every plucky Moomin to consider my experiences, my courage, my good sense, my virtues (and possibly my follies). 
[Må varje behjärtansvärt mumintroll begrunda mina upplevelser, mitt mod, mitt förstånd, mina dygder (och möjligen mina 

dumheter).]                                                                                    (Tove Jansson)  
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Wall Street Journal (Sha Hua), 2024, “Beijing and Moscow Go from ‘No Limits’ Friendship to Frenemies in Russia’s Backyard [中俄‘无上限’友谊
在俄罗斯后院变为‘亦敌亦友’],” July 3. 

Wall Street Journal (Aruna Viswanatha and Sadie Gurman), 2024, “The Stunning Reversal of Trump’s Legal Fortunes,” July 9. 
Wall Street Journal (Editorial), 2024, “Trump’s Biggest Volatility Risk? Taiwan,” July 17. 
Washington Post (Patrick Marley), 2024, “Supreme Court’s Trump Immunity Ruling Poses Risk for Democracy, Scholars Say,” July 1. 
Washington Post (Loveday Morris et al.), 2024, “Israeli Military Says It Failed to Protect Gaza Border Town on Oct. 7,” July 11. 
Washington Post (Patrick Svitek and Toluse Olorunnipa), 2024, “Biden Steps Aside,” July 21. 
Zivan, Yair, ed., 2024, Center Must Hold: Why Centrism Is the Answer to Extremism and Polarization, Estes Park, CO: Armin Lear Press, June. 

 
外交・安全保障: Diplomacy and National Security—Conferences, Workshops and Seminars 
July 3 (an online event, London) International Institute for Security Studies (IISS): “Changes in Japan’s Defence Industry.” 
July 5 (Tokyo) Japanese Government, Ministry of Defense (MOD): “Press Conference by Defense Minister Kihara.” 
July 15 (an online event, Washington, D.C.) Center for Strategic and International Studies (CSIS): “AI Transformation at the DOD.” 
July 16~19 (Aspen, CO) Aspen Institute: “Aspen Security Forum.” 
July 27 (an online event, Berlin) Mercator Institute for China Studies (MERICS): “The CCP’s Third Plenum and China’s Future Economic Course.” 

 
その他—Information in Other Fields 
Bloomberg, 2024, “Microsoft Orders China Staff to Use iPhones for Work and Drop Android,” July 8. 
Bloomberg (Ashleigh Furlong et al.), 2024, “Hospitals around the World Hobbled by Massive Tech Outage,” July 19. 
CNBC (Kate Rooney), 2024, “Meet the AI-powered Robots That Big Tech Thinks Can Solve a Global Labor Shortage,” July 8. 
Economist, 2024, “At Least 10% of Research May Already Be Co-authored by AI,” June 26. 
Economist, 2024, “China Is the West’s Corporate R&D Lab. Can It Remain So?” July 18. 
Financial Times (Kaye Wiggins et al.), 2024, “Global Investment Banks Retreat from China Expansion,” July 2. 
Financial Times (Ryan McMorrow and Tina Hu), 2024, “China Deploys Censors to Create Socialist AI,” July 18. 
Fletcher, Kevin et al., 2024, “Germany’s Foreign Direct Investment in Times of Geopolitical Fragmentation,” Working Paper WP/24/130, Washington, 

D.C.: International Monetary Fund (IMF), June.  
Forbes (Rashi Shrivastava), 2024, “Garbage In, Garbage Out: Perplexity Spreads Misinformation from Spammy AI Blog Posts,” June 30. 
German Government, Federal Ministry of the Interior and Community (Bundesministerium des Innern und für Heimat (BMI)), 2024, „Stärkung der 

Sicherheit und technologischen Souveränität der deutschen 5G-Mobilfunknetze“, Berlin, July 11. 
Hessler, Peter, 2024, Other Rivers: A Chinese Education, London: Penguin Press, July. 
Höppner, Thomas, 2024, Self-Preferencing in Online Search under Article 6(5) DMA, Baden-Baden: Nomos Verlagsgesellschaft Mbh & Co., June. 
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Event: July 8: (New York) Australian Strategic Policy Institute (ASPI): “Defending against Economic Cyber-Espionage: Saving a Norm That Never Was?” 
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Event: July 25: (an online event, Paris): Organisation for Economic Co-operation and Development (OECD): “Battling AI Bias in the Classroom.” 

 

3. 編集後記 

6 月の欧州出張では初めて経験する出来事が数多くあった。その時の幸運と不運とを振り返っている。 
出張第 1 日目、預け入れ荷物が空港到着後 43 時間遅れで宿泊先のホテルに届いた。荷物到着が 6 時間以上の遅延に対し保険金が下りるらしく、

生まれて初めて保険金を受け取る幸運(?)に恵まれた。勿論、初対面の人々との知的対話を楽しむ幸運にも恵まれた。21 日のパリ発羽田行きの機内
では丁度その日に日本で初公開の映画(The Holdovers)を観る事が出来た。これはマサチューセッツに在る架空の名門私立一貫校が舞台だ。撮影場所
の一つである名門Groton 校はフランクリン・ルーズヴェルト大統領や第二次世界大戦時に日本を擁護してくれたグルー駐日大使の母校だ。そして
Harvard がパーティ会場として頻繁に使うホテル(Sheraton Commander)も出てくる。また台詞の中には、ラテン語—キケロの『義務について(De Officiis)』
やスエトニウスの『ローマ皇帝伝(De vita Caesarum)』の中の名言—が出てきたので喜んだ。こうして Cambridge でラテン語の格言を教えてくれた
約 30 年前の友人達を思い出しながら幸福を感じつつ帰国した。そして今、この世に平和と繁栄の日々が再び戻る事を毎日願っている。 

世界の指導者達が noblesse oblige の精神を示してくれる事を期待している。                               以上 
 
 

(編集責任者) 栗原 潤 
キヤノングローバル戦略研究所  研究主幹 

Jun KURIHARA 
Research Director, Canon Institute for Global Studies 

〒100-6511  東京都千代田区丸の内 1-5-1 新丸の内ビルディング 11 階 Tel: +81-(0)3-6213-0550 (代) Kurihara.Jun@gmail.com 
過去の Cambridge Gazette はネット上で見ることが出来、ダウンロードも出来ます。ネット上でキヤノングローバル戦略研究所のウェブサイトに行き、そこで栗原のコラム・論文

の欄をクリックして頂ければ、バックナンバー全てを見ることが出来ます。  
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Appendix 1/付属資料 1 

Figure 1  Population Pyramids—World, Japan, USA, China, Northern Europe, and South-Eastern Asia (2024 and 2034) 
図 1  人口ピラミッド—世界、日本、米国、中国、北欧、東南アジア (2024年&2034年) 
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Figure 1  Population Pyramid (Continued) 
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Source: United Nations, “World Population Prospects 2024,” New York, July 11, 2024.  
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Appendix 2/付属資料 2 

 

Figure 2  U.S. Military Forces: Combatant Commands (COCOMs) 
図 2  米軍の地域別・機能別統合軍 

 
Source: United States Department of Defense (DOD), “FY2023 Agency Financial Report,” Arlington, VA, November 2023, p. 17. 

 


